
　
す
べ
て
の
人
を
弟
子
と
す

る
た
め
の
聖
書
的
根
拠
と

は
、「
あ
な
た
が
わ
た
し
を
遣

わ
さ
れ
た
よ
う
に
、
わ
た
し

も
彼
ら
を
世
に
遣
わ
し
ま
し

た
」
で
あ
り
、

宣
教
の
対
象

は
「
す
べ
て
の
人
に
」
で
あ

る
。

　
世
界
宣
教
の
中
心
は
弟
子

作
り
。
弟
子
と
は
会
衆
者
を

作
る
こ
と
で
は
な
い
。
弟
子

は
人
格
的
な
関
係
か
ら
作
ら

れ
て
い
く
。
イ
エ
ス
の
よ
う

に
な
り
、
生
涯
イ
エ
ス
に
従

う
生
き
様
で
あ
る
。
イ
エ
ス

は
、
ま
ず
出
て
行
く
こ
と
、

そ
し
て
ほ
か
の
信
徒
と
の
交

わ
り
に
招
き
入
れ
る
こ
と
を

し
た
。
交
わ
り
続
け
、
福
音

を
示
し
、
彼
ら
を
養
う
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
人

を
変
え
て
い
く
。
表
層
的
に

キ
リ
ス
ト
教
化
し
て
も
中
味

が
弟
子
化
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
カ
ル
ト
や
異
端
に
な
り

う
る
。

　
普
遍
的
に「
絶
対
こ
う
だ
」

と
い
う
世
界
宣
教
は
な
い
。

弟
子
化
も
一
つ
に
は
ま
と
め

ら
れ
な
い
。
最
も
ふ
さ
わ
し

い
弟
子
化
は
地
域
教
会
、
社

会
に
あ
る
。
現
代
は
技
術
も

聖
霊
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。

弟
子
化
は
壮
大
だ
が
不
可
能

で
は
な
い
。
聖
霊
の
導
き
の

中
に
可
能
性
が
あ
り
、
私
た

ち
は
再
臨
を
信
じ
る
最
後
の

世
代
と
な
る
だ
ろ
う
。

今
後
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

こ
と
は
何
か
を
討
議
し
た
。

　
総
会
は
10
年
度
活
動
計
画

で
、
前
回
総
会
で
次
期
Ｊ
Ｃ

Ｅ
６
を
２
０
１
６
年
に
開
催

し
、
以
降
原
則
と
し
て
７
年

間
隔
で
伝
道
会
議
を
開
催
す

る
と
決
議
し
た
こ
と
に
基
づ

き
、「
Ｊ
Ｃ
Ｅ
準
備
室
」
の
設

置
を
承
認
し
た
。
準
備
室
の

構
成
は
、担
当
理
事（
室
長
）、

総
主
事
、
宣
教
委
員
会
委
員

長
、前
会
議
事
務
局
経
験
者
、

前
会
議
プ
ロ
グ
ラ
ム
局
経
験

者
の
５
人
。
継
続
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
、
宣
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｅ

６
開
催
候
補
地
を
11
年
６
月

ま
で
に
決
定
。
13
年
に
Ｊ
Ｃ

Ｅ
６
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
た
め
の
準
備
を
行
い
、

   「
私
は
も
と
よ
り
、農
業
に

関
す
る
事
柄
を
調
査
す
べ
き

で
あ
っ
た
が
、
大
博
覧
会
場

に
て
最
も
意
外
に
感
じ
た
の

は
、
耶ヤ

ソ蘇
教
の
経
典
バ
イ
ブ

ル
が
多
数
陳
列
さ
れ
て
い
た

事
で
あ
る
…
」。１
８
７
３
年

（
明
治
６
）、
ウ
ィ
ー
ン
で
開

か
れ
た
第
６
回
万
国
博
覧
会

に
参
加
し
た
津
田
仙
の
驚
き

で
あ
る
◆
津
田
仙
は
武
士
の

出
身
で
わ
が
国
の
農
業
改
革

の
パ
イ
オ
ニ
ア
に
な
っ
た
人

物
。
そ
も
そ
も
万
国
博
覧
会

が
始
ま
っ
た
の
は
１
８
５
１

年
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
で
、

ウ
ィ
ー
ン
に
は
日
本
政
府
が

公
式
参
加
し
て
い
る
◆
と
こ

ろ
で
、
初
期
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
心
で
の
開
催
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
万
博
に
は
キ
リ

ス
ト
教
を
宣
伝
す
る
パ
ビ
リ

オ
ン
が
常
設
し
て
い
た
。
１

９
７
０
年
の
大
阪
万
博
で

も
、
工
費
１
億
円
を
か
け
た

キ
リ
ス
ト
教
館
が
異
彩
を

放
っ
て
い
た
◆
６
月
初
旬
、

上
海
万
博
会
場
を
訪
れ
た
。

期
待
は
は
ず
れ
た
。
奇
抜
な

建
物
が
並
ぶ
会
場
は
活
気
に

あ
ふ
れ
て
い
た
が
宗
教
館
は

見
あ
た
ら
な
い
。
上
海
万
博

の
テ
ー
マ
で
あ
る
環
境
問
題

を
扱
っ
た
テ
ー
マ
館
に
も
閑

古
鳥
が
鳴
い
て
い
た
◆
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
が
１
億
人
は
い
る

と
言
わ
れ
る
中
国
だ
が
、
信

仰
の
世
界
に
つ
い
て
の
政
府

の
対
応
は
発
展
途
上
だ
。
だ

が
現
地
で
出
会
っ
た
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
多
く
は
、
中
国
の

霊
的
覚
醒
を
信
じ
て
い
る
。

と
り
な
し
の
祈
り
は
熱
か
っ

教界ニュース
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を
模
索
し
た
広
範
な
論
議
に

よ
っ
て
「
札
幌
宣
言
」
が
深

め
ら
れ
て
い
る
。岡
山
氏
は
、

「
こ
の
本
を
読
書
会
な
ど
で

学
ん
で
課
題
が
理
解
さ
れ
、

深
め
ら
れ
て
、
次
の
伝
道
会

議
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
竿
代
氏
は
、「
宣
教
協
力
の

基
礎
は
教
会
の
公
同
性
に
あ

る
」
と
理
解
。
極
端
な
個
教

会
主
義
か
ら
公
同
主
義
へ
、

教
派
エ
ゴ
か
ら
協
教
派
主
義

へ
と
脱
却
す
る
た
め
に
、
草

の
根
と
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
両

方
で
協
力
が
必
要
と
の
認
識

を
示
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
後
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
提
示
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
会
を
締
め
く
く

り
、
今
後
13
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
Ｊ
Ｅ
Ａ
各
専
門
委
員
会

と
関
連
づ
け
て
継
続
す
る
こ

と
を
確
認
。
今
年
９
月
６
、

７
日
に
は
「
危
機
を
好
機
に

｜
日
本
宣
教
の
突
破
口
」
を

テ
ー
マ
に
名
古
屋
で
宣
教
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。
Ｊ
Ｃ
Ｅ

５
を
総
括
す
る
と
と
も
に
東

海
地
域
の
実
例
を
分
析
し
、

Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

各
テ
ー
マ
の
中
か
ら
も
分
科

会
で
話
し
合
う
。
宣
教
委
員

会
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
を
受
け

次
の
伝
道
会
議
に
つ
な
げ
る

た
め
に
毎
年
日
本
の
各
地
で

「
宣
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
く

計
画
で
、
竿
代
氏
は
地
域
持

ち
回
り
に
協
力
を
求
め
た
。

　
ま
た
、
自
身
が
責
任
を
負

う
イ
ム
マ
ヌ
エ
ル
綜
合
伝
道

団
で
最
近
２
つ
の
教
会
を
閉

鎖
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ

と
に
ふ
れ
、「
幸
い
近
く
に

（
Ｊ
Ｅ
Ａ
加
盟
教
派
の
）信
仰

を
同
じ
く
す
る
良
き
受
け
皿

と
な
る
教
会
が
あ
り
、
信
徒

た
ち
を
ス
ム
ー
ス
に
受
け
入

れ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
う
い

う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
く
の

で
は
な
い
か
」
と
し
て
、「
宣

教
協
力
は
、
今
起
き
つ
つ
あ

る
現
実
を
逆
手
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
に
変
え
て
い
く
こ
と
に

も
意
義
が
あ
る
」と
述
べ
た
。

　
発
題
を
踏
ま
え
て
分
団
に

分
か
れ
、
Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
を
受
け

て
Ｊ
Ｅ
Ａ
と
し
て
、
各
教
団

教
派
や
地
域
教
会
に
お
い
て

ど
の
保
護
活
動
に
あ
た
っ
て

い
る
弁
護
士
の
坪
井
節
子

氏
、
自
死
防
止
に
取
り
組
む

精
神
科
医
の
平
山
正
実
氏
ら

Ｊ
Ｅ
Ａ
外
部
か
ら
各
分
野
の

識
者
を
迎
え
、
同
書
の
後
半

に
収
録
し
た
２
つ
の
座
談
会

の
意
義
を
強
調
し
た
。

　
こ
れ
ら
座
談
会
で
は
、
危

機
の
時
代
を
超
え
て
教
会
は

何
を
目
指
す
の
か
を
め
ぐ
る

教
会
論
・
宣
教
論
・
国
家
論
、

そ
し
て
家
庭
・
子
ど
も
・
分

断
さ
れ
た
人
間
関
係
・
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
・
自
死
の
問
題
な

ど
の
危
機
に
対
し
、
関
係
性

を
回
復
さ
せ
る
教
会
の
使
命

　
日
本
福
音
同
盟
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
）
は
５
月
31
日
か
ら
６
月
２
日
、
静
岡
県
掛
川
市
の
ヤ
マ
ハ
リ
ゾ
ー
ト
で
第
25

回
総
会
を
開
催
、
昨
年
９
月
札
幌
市
で
の
第
５
回
日
本
伝
道
会
議
（
Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
）
を
受
け
て
、
こ
れ
か
ら
の

展
望
・
活
動
計
画
が
焦
点
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今
年
10
月
に
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
る

第
３
回
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
世
界
宣
教
会
議
「
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
２
０
１
０
」
を
前
に
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
運
動
の
ダ
グ
・

バ
ー
ザ
ル
総
裁
が
同
会
議
の
目
指
す
と
こ
ろ
を
概
説
し
、こ
れ
ら
か
ら
の
世
界
宣
教
の
行
方
に
つ
い
て
講
演
。

Ｊ
Ｅ
Ａ
は
２
０
１
０
年
度
活
動
計
画
で
、
同
会
議
へ
の
協
力
を
確
認
し
た
。               【
根
田
祥
一
】

 

迫
害
、移
住
、信
仰
復
興
の
歴
史

 

学
び
未
来
の
宣
教
ビ
ジ
ョ
ン
へ
MB150年
記念大会

Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
後
の
計
画
を
展
望

 
竿
代
宣
教
委
員
長 

「
危
機
を
逆
手
に
取
る
協
力
を
」

韓国から 3人の代表（前列右）を迎え記念撮影する JEA理
事。前列左から原田新理事長、中島前理事長。円内バーザ

ル氏

エ
ジ
ン
バ
ラ
か
ら
100
年 

東
京
会
議
で
何
が
語
ら
れ
た
か
④

マ
ー
ヴ
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
氏   

す
べ
て
の
人
を
弟
子
と
す
る
聖
書
的
根
拠

弟
子
と
は
、
イ
エ
ス
の
よ
う
に
な
り

生
涯
イ
エ
ス
に
従
う
生
き
様
の
こ
と

日本福音同盟第25回総会

フ
リ
カ
、
中
南
米
な
ど
各
国

か
ら
参
加
者
が
訪
れ
、
150
年

を
と
も
に
祝
っ
た
。
日
本
か

ら
の
参
加
者
は
、
２
日
間
の

歴
史
講
義
の
後
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
や
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
の
各

都
市
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な

が
ら
巡
り
、
史
跡
を
見
学
。

22
、
23
日
は
、
レ
ン
ゴ
の
町

に
あ
る
レ
ン
ゴ
・
ブ
ラ
ー
ケ

神
学
校
で
、
24
日
は
ド
イ
ツ

中
西
部
の
デ
ト
モ
ル
ト
に
あ

る
ア
ウ
グ
ス

ト
・
ヘ
ル
マ

ン
・
フ
ラ
ン

学
校
で
開
か

れ
た
記
念
大

会
に
参
加
し

た
。

　
記
念
大
会

で
は
、
Ｍ
Ｂ

Ｍ
Ｓ
Ｉ
宣
教

リ
ー
ダ
ー
の

会
議
の
テ
ー
マ
や
基
本
方
針

に
関
し
て
議
論
を
導
く
。

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
会
議
に
協
力

　
ま
た
、
総
会
２
日
目
夜
に

は
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
世
界
宣
教

委
員
会
総
裁
の
ダ
グ
・
バ
ー

ザ
ル
氏
が
、
米
国
の
自
宅
か

ら
ス
カ
イ
プ
で
講
演
。
今
年

10
月
に
開
催
す
る
「
ケ
ー
プ

タ
ウ
ン
２
０
１
０
」
の
意
義

を
説
明
し
、
今
後
の
世
界
宣

教
の
行
方
を
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ｅ
Ａ
は
日
本
ロ
ー
ザ
ン

ヌ
委
員
会（
金
本
悟
委
員
長
）

に
宣
教
委
員
の
末
松
隆
太
郎

氏
を
派
遣
し
て
い
る
。
今
総

会
で
09
年
度
事
業
報
告
に
Ｊ

Ｅ
Ａ
が
加
盟
し
て
い
る
世
界

福
音
同
盟（
Ｗ
Ｅ
Ａ
）、
ア
ジ

ア
福
音
同
盟
（
Ａ
Ｅ
Ａ
）
と

並
ん
で
日
本
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
委

員
会
の
報
告
も
掲
載
。
10
年

度
事
業
計
画
で
第
３
回
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
世
界
宣
教
会
議
に
協

力
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

新
理
事
長
に
原
田
氏

 

理
事
任
期
３
年
２
期
全
員
改
選
に

　
Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
を
受
け
て
、
同

会
議
宣
言
文
起
草
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
岡
山
英
雄

氏
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
神
学
委
員
長
）

と
企
画
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
局

長
の
竿
代
照
夫
氏
（
Ｊ
Ｅ
Ａ

宣
教
委
員
長
）
が
発
題
。

　
岡
山
氏
は
こ
の
ほ
ど
出
版

し
た
『
札
幌
宣
言  

21
世
紀

に
お
け
る
教
会
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
』
の
概
要
を
紹
介
し
、「
危

機
の
時
代
に
お
け
る
宣
教
協

力
」
を
模
索
し
た
「
札
幌
宣

言
」の
内
容
を
解
説
。
特
に
、

東
京
神
学
大
学
教
授
の
芳
賀

力
氏
、
聖
学
院
大
学
准
教
授

の
藤
原
淳
賀
氏
、
虐
待
児
な

　
メ
ノ
ナ
イ
ト
ブ
レ
ザ
レ
ン

の
初
期
の
指
導
者
、
メ
ノ
・

シ
モ
ン
ズ
（
１
４
９
２
〜
１

５
５
９
）
は
、
ス
イ
ス
で
の

ア
ナ
バ
プ
テ
ス
ト
運
動
（
幼

児
洗
礼
を
否
定
し
、
信
仰
告

白
に
基
づ
く
洗
礼
を
主
張
）

に
身
を
投
じ
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
と
一
線
を
画
し
た
、
徹
底

し
た
聖
書
に
基
づ
く
改
革
を

実
践
し
た
。
こ
の
「
メ
ノ
ナ

イ
ト
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

に
広
が
っ
た
も
の
の
厳
し
い

迫
害
に
さ
ら
さ
れ
、
や
が
て

18
世
紀
後
半
、
ロ
シ
ア
帝
国

の
招
聘
に
応
じ
、
12
万
も
の

人
々
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
移
住

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
安
住
の
地
を
得
て
、
次
第

に
信
仰
が
形
骸
化
し
て
い
く

中
、
１
８
６
０
年
、
敬
虔
派

の
説
教
者
Ｅ
・
ウ
ェ
ス
ト
に

よ
っ
て
信
仰
復
興
が
起
こ

り
、
メ
ノ
ナ
イ
ト
ブ
レ
ザ
レ

ン
教
会
が
ロ
シ
ア
に
誕
生
し

た
。
現
在
は
、
世
界
20
か
国

を
超
え
る
国
々
で
信
仰
者
が

起
こ
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
の
記
念
大
会
（
1
面

参
照
）
で
は
、
カ
ナ
ダ
、
ア

ラ
ン
デ
ィ
ー
・
フ
リ
ー
ゼ
ン

氏
（
カ
ナ
ダ
）
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
。
22
、
23
日
は
「
神
の
視

点
か
ら
見
た
私
た
ち
の
歴

史
」、「
今
日
に
お
け
る
神
の

存
在
」、「
神
の
宣
教
計
画
に

お
け
る
私
た
ち
の
未
来
」
の

４
回
の
テ
ー
マ
で
教
団
の
歴

史
と
宣
教
の
使
命
を
解
説

し
、「
私
た
ち
は
、
宣
教
の
働

き
へ
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
歩

ん
で
い
こ
う
。
神
が
起
こ
し

て
く
だ
さ
る
変
革
を
見
よ

う
」
と
訴
え
た
。

　
参
加
者
は
、「
先
人
の
信
仰

に
考
え
を
新
た
に
さ
れ
た
」、

「
他
国
の
働
き
が
見
ら
れ
て

感
謝
。日
本
Ｍ
Ｂ
で
も
、も
っ

と
一
致
し
て
協
力
し
て
い
く

必
要
を
感
じ
る
」、「
献
身
的

な
も
て
な
し
に
感
動
し
た
」

な
ど
、
充
実
し
た
ツ
ア
ー
を

振
り
返
っ
た
。

　
Ｊ
Ｅ
Ａ
第
25
回
総
会
は
、

理
事
長
及
び
理
事
選
出
に
関

す
る
規
約
の
改
正
を
決
議
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
規
約
改
正

で
理
事
長
の
選
出
方
法
が
、

理
事
互
選
か
ら
直
接
選
挙
に

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

理
事
長
任
期
と
理
事
の
任
期

な
ど
に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生

じ
て
い
た
の
を
是
正
す
る
も

の
。
理
事
の
任
期
は
２
年
で

毎
年
半
数
改
選
だ
っ
た
が
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
３
年

任
期
で
３
年
ご
と
の
全
数
改

選
と
な
る
。連
続
２
期
ま
で
。

理
事
長
の
任
期
は
理
事
の
任

期
内
。

　
こ
の
制
度
移
行
に
伴
い
、

今
年
度
は
理
事
候
補
者
９
人

を
全
員
承
認
し
、
非
改
選
理

事
４
人
と
合
わ
せ
て
13
人
理

事
会
体
制
と
な
る
。
１
年
の

移
行
期
間
を
経
て
来
年
総
会

で
全
員
改
選
す
る
。

　
理
事
長
選
挙
で
は
、
日
本

福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
連
合

（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）か
ら
推
薦
の
理

事
で
Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
実
行
委
員
長

を
務
め
た
原
田
憲
夫
氏
を
選

出
し
た
。

　
理
事
は
佐
々
木
望
、
植
木

英
次
、
安
藤
能
成
、
大
井
満
、

鎌
野
善
三
、
木
下
淳
夫
、
小

平
牧
生
、
細
井
眞
、
荒
川
雅

夫
、
渡
辺
昌
彦
、
村
瀬
俊
夫
、

藤
田
信
の
各
氏
。
こ
の
う
ち

副
理
事
長
は
小
平
氏
、
佐
々

木
氏
で
、
小
平
氏
が
Ｊ
Ｃ
Ｅ

６
準
備
室
長
を
兼
任
す
る
。

ドイツ中西部で開かれた記念大会
に各国から参加者が集まった


